
令和２年度 後期シンボルプロジェクト

第３回企画会議
ー開催レポートー

開催日時：2020.12.6(日)10:00~12:00

場所：zoomおよび市役所

ー亀岡市ー
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前半は、ゲストトークタイム〜スタジアムの今を知ろう！〜

2020年2月から運営がスタートしたサンガスタジアム by KYOCERA。

コロナにより、当初思い描いていたような運営は出来ていないかもしれません

が、コロナ禍でどのように運営をしているのか気になるところでしたので、今

回は運営団体である「合同会社ビバ＆サンガ」の松井さんをお招きして、スタ

ジアムの今とこれからについてお話を伺いました。
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12月6日（日）令和２年度第3回目の全体企画会議が行われました。今回も引き続きコロナ禍というこ
とで、zoomを活用したオンラインでの開催となりました。

来年度計画を見据えたグループミーティング

（文・写真：岡本 卓也） まちとしごと総合研究所は、地域づくり・

仕事づくりを専門とする民間発・市民発の

地域のためのシンクタンクです。

コロナ禍でも歩みを止めない松井さんのお話を聞き、スタジアム

を活用した賑わいの創出の可能性を感じることができました。そ

の上で、来年度の計画をどうしていくのか、それぞれのグループ

で話し合いを行いました。コロナによりシンボルプロジェクトの

活動を1年延長することになり、グループのみなさんはコロナで

もできる街の賑わいとはどんなものがあるのか、色々とアイデア

を膨らませていました。

松井さんからは、スタジアムの集客の実績やスタジアムツアーやドローン教室、閉館後を利用したナイ

トツアーなど、独自事業の展開などについてうかがいました。

youtubeチャンネルも開設されており、今後はスタジアム周辺の地元の商店街やお店、名所などを紹介

する地域に根差したyoutubeチャンネルにしていきたいとお話しされていました。

やはりコロナにより、色々と頓挫してしまったこともある様子で、シンボルプロジェクトには、スタジ

アムを活用した多彩なイベントや企画の実施を期待しているとおっしゃっていただきました。

ピッチだけでなく、北広場やコンコースなど、まだまだ活用できる所がたくさんあるスタジアム。その

可能性の妄想が膨らむお話をたくさんいただくことができました。


